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講演概要

法政大学では複合機を活用して授業で利用する出席票およびレポート
に電子透かしを埋め込み，授業支援システムと連携した教育システム
を開発しました．これにより紙ベースの教育方法とITを活用した教育
方法が連携し，より多くの教育手段を教員に提供することができるよ
うになりました．本講演では開発したシステムの概要と2012年度後期
および2013年度前期に実施した実証実験の結果について報告します．
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授業におけるIT利用事例

講義 ネットワークアプリケーション設計論
日時 2012年 7月 4日(水) 3限
対象 理工学部応用情報工学科 3年 70名
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クリッカー 前提知識の確認（ガラパゴス化）

マイクロブログ 多種クライアント対応に関する解決策？

クリッカー Apple の戦略に関する賛否

マイクロブログ 「白い冷蔵庫」という要件で調達できるか？

テスト 授業内容に関するテスト(3問)
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テストの利用事例 – 3分間テスト
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望ましくないIT化
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暗記から論理的な思考へ - 小テストの利用
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STEM系学部における手書き

7

理工系および数学系学部では数式，図，グラフ，イメージなどを使うが
HTMLエディタではそれらを表記することが難しい．
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学生のReadiness
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出席票の利用方法(現状)
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出席票
取得

記載済出席票，答案 出席もしくは試験

採点

得点転記

学生別
得点一覧表

研究室 講師室

教員 課題
•学生証番号順のソートに手間
がかかる．
•得点転記が面倒かつ誤ること
がある．
•学生への返却に時間がかかる．

マルチメディアコンテ
ンツとはHTMLなどの
オープンなマークアッ
プ言語やベンダー独自
の技術により文字，
オーディオ，イメージ，
ビデオを統合したデジ
タル化された情報
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授業支援システムと紙メディアの連携
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2012 2013

7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

プロジェクト進捗状況
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要求獲得

要件定義

開発&機能確認(出席票/小テスト)

開発&機能確認(レポート課題)

開発(期末テスト)

修正

見直し

実証実験

β版試用
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テクノロジ - 電子透かし(地紋)
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Unique ID
(16バイト情報)

Unique ID 授業コード
1234567890ABCDEF1234567890ABCDE1 U3003
1234567890ABCDEF1234567891ABCDE2 X1234
1234567890ABCDEF1234567892ABCDE3 X5608
1234567890ABCDEF1234567893ABCDE4 X5606
1234567890ABCDEF1234567894ABCDE5 X4004
1234567890ABCDEF1234567895ABCDE6 U3000
1234567890ABCDEF1234567896ABCDE7 Y1000
1234567890ABCDEF1234567897ABCDE8 T0909
1234567890ABCDEF1234567898ABCDE9 N9999
1234567890ABCDEF1234567899ABCDE0 R1212
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テクノロジ - OCR
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OCR

学生証番号
(学生が記入)

点数
(教員が記入)
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出席票用システム概要
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出席票
取得

②出席/小テスト

教員

③記載済出席票，答案

採点

マルチメディアコンテ
ンツとはHTMLなどの
オープンなマークアッ
プ言語やベンダー独自
の技術により文字，
オーディオ，イメージ，
ビデオを統合したデジ
タル化された情報

複合機

④スキャン指示
電子透かし

通知

⑥参照

学生

①印刷

学生ごとに
分割されたPDF

Webサービス

授業支援
システム

ソートされた
提出物一式

学生別
得点一覧

⑤

学生証番号順に
ソートされた
採点結果一式

得点一覧表
授業支援システム

を使った
採点結果配布
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教員に配布されるデータ
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教員に配布されるデータ
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学生への採点結果配布
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点数
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レポート課題におけるフロー概要 ToBe
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教員

印刷
指示

採点

一括
ダウンロード

レポート
提出

通知

参照

返却

得点

採点済みレポートが
添付されている．

スキャン
指示

地紋付
印刷

課題にアップロード

参照

地紋

レポートの得点が
入力されている．

得点
入力欄

採点済みレポートを参照
しコメントを追記する．

学生ごとに
分割されたPDF

学生

学生

教員



© Copyright Hosei University

教員による手書きコメント事例
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授業におけるシステム利用状況 (2013年度春学期)
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授業回

ネットワーク

アプリケーション設計論

(理工学部3年，93名履修)

マルチメディア

コンテンツ

(理工学部4年，9名履修)

出席票 レポート 出席票 レポート

1 ○(0) ○(0)

2 ○(3) ○(0)

3 ○*1 ○ ○(0)

4 ○*1 ○(0) ○

5 ○(3) ○(0)

6 ○(5) ○(0)

7 ○(1) ○ ○(0)

8 ○(2) ○(1) ○

9 ○(4)

10 ○(1) ○(0)

11 ○(1) ○

12 ○(1) ○ ○(2), ○(1)*2

13 ○(4) ○(2) ○

14

15 ○(1)

合計 14回 4回 12回 3回

備考：
( )の数字は
OCR誤認識人数
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OCR誤認識事例
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月日 誤認識: 赤字がOCRの認識

4/17

5/15

5/22

5/29

6/5

6/12

6/19

6/26

7/3

7/10

7/24

8 2 7
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9 □ 8

y

2

k
9 y
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z
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4 y 9
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法政大学版 ARCSモデル 案
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学習意欲の概念 概念の分類 設問

Attention 注意

学生の関心を獲得する．
学ぶ好奇心を刺激する．

A-1. 
知覚的喚起

知覚レベルの好奇心を喚起し、学生の興味を引く
ことをしているか？

A-2. 
探求心喚起

知的好奇心を喚起し探求的な行動を引き出してい
るか？

A-3. 
変化性

学生のモチベーションを維持するために授業に変
化つけているか ?

Relevance 関連性

学生の肯定的な態度に作用
する個人的ニーズやゴール

を満たす．

R-1. 
目的指向性

学生の将来の目的あるいはゴールと授業を結びつ
けているか？

R-2. 
動機との一致

目的を持たない学生を含め、学生を授業に関与さ
せるための動機づけをしているか？

R-3. 
親しみやすさ

学生の過去の経験や興味と授業を関係づけている
か？

Confidence 自信

学生が成功できること，ま
た，成功は自分たちの工夫
次第であることを確信・実
感するための助けをする．

C-1. 
学習要求

学生に期待することおよび評価することを理解さ
せているか？

C-2. 
成功の機会

成功を経験する機会を学生に与えているか ?

C-3. 
成功への自信

成功が学生の能力や努力によるという自信をもた
せているか ?

Satisfaction 満足感

インセンティブによって
達成を強化する．

S-1. 
内発的な強化

学習者が内発的な興味を発展させるために新たに
獲得した知識やスキルをできるだけ早く活用する
機会を与えているか ?

S-2. 
外発的な強化

学生の成功に対してコメントや賞賛を与えている
か ?

S-3. 
公平さ

チェックリストやルーブリックによって学生を公
平に評価しているか ?
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ARCSモデルの視点からみた学生評価
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Attention/知覚的喚起
• アンケートの実施や，毎回の出席票実施など授業に興味を持ち参加で

きた面も大きかったと思う．
• 出席票や、レポートを先生がしっかり見てくださり，コメントをくだ

さったり，点数をつけてくださったので，やる気が出ました．

Confidence/成功の機会，成功への自信
• この授業から学び，一番印象に残ったことは，マインドマップを用い

る事によって，物事を見やすくすることができるという事を学んだ.
• 授業が終わったごとに提出した課題や授業のリアクションペーパーな

どについては，添削して返却していただくことができたので，欠点や
良かった点について見返して反省することが出来て非常に役立ったと
考えられる．

• それぞれの授業ごとに課題が出たり，リアクションペーパーを書いた
りすることによって，それに対しての添削や指導があったために，次
の講義やレポート作成の際に役立てることができて，それらを繰り返
すことによって自分の力とすることが出来たと考える．
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課題？
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印刷された出席票による授業前準備の簡略化
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出席票活用方法 従来型 当該システムを利用

授業前準備

印刷(100部) (印刷された出席票を利用) 4.5分

授業

出席票配布 同等

出席票回収 同等

採点および配布

採点 同等

ソート 10分 なし

スキャン 同等

採点物配布(100部)
5～15分 (教室にて手渡し)

または
約1時間 (Sakaiにて配布*)

(スキャン後自動配布)

備考
ePortfolio連携ではSakai配
布が望ましい．

＊; 一括スキャンPDFの分割，リネーム，Sakai AssignmentへのUpload

0分
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まとめ
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出席票/小テストおよびレポート課題といった手書
き文書をデジタル化して授業支援システムと連携
させることをMFPと電子透かしを用いて実現した．

定性的ではあるが教育効果の向上が認められた．

効果的な授業を設計するためのツールおよび
ePortfolioのエビデンスとしての利用が期待できる．
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授業支援システム利用状況
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学
生

(2
8
,0

0
0
人

/全
学

)

教
員

(7
2
0
人

/専
任

)

教員

学生

20,760

733

【注】
2011年は5月度データ
それ以外は4月度データ
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